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その 3：RC 造両側袖壁付き柱の損傷と変形に関する研究	
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1.はじめに 
過去の大震災において，構造部材の損傷は軽微にも関

わらず構造計算上考慮されていない非構造部材の損傷が

顕著で取り壊しになった建物が多かった。しかしながら，

損傷低減の観点から，RC 造非構造部材の変形と損傷性状
の関係性を分析した研究は少なく，その多くは縮小試験

体の実験から得られた結果に基づくものである。そこで

本論では詳細に損傷及び変形計測を行った 2/3 スケールの
両側袖壁付き柱試験体 2 体の実験結果と実大 5 層架構内
の 1 階両側袖壁付き柱部材 2 体の実験結果を用いて，そ
れらの部材の損傷量と変形の相関性，具体的に，ひび割

れ長さや幅，コンクリートの浮き・剥落を対象に検討し

た。 
2.実験概要  
2.1試験体・加力概要  
	
 縮小試験体は文献 1 を，実大試験体は文献 2 を参照さ

れたい。 
2.2計測概要  
縮小試験体は文献 1 を，実大試験体は文献 2 を参照さ

れたい。変位計設置位置を図 1に示す。 
 
 

2.3実験結果  
	
 縮小試験体は文献 1 を，実大試験体は文献 2 を参照さ

れたい。図 2 に制御変形角毎に浮き，剥落面積を積み上

げ面グラフで示す。剥落はかぶりコンクリートのみの剥

落をかぶり剥落，横筋に囲まれたコアコンクリートの剥

落はコア剥落と定義した。図 2 より袖壁の剥落は代表変

形角+1/200rad.に発生し，代表変形角+1/100rad.時には剥落
の進展が大きくなり，コア剥落も生じた。また，図 2 に

袖壁端部コンクリートの塑性歪みの累積値を示す。累積

するコンクリート塑性歪みは式(1)による。 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 (1) 
ただし，  :ピーク時コンクリート塑性歪み， 	
 :ピーク

時コンクリート歪み, :コンクリート最大強度時弾性歪

み(コンクリートの弾性係数をコンクリート強度で除した値) 
図 2 より累積値は代表変形角+1/200rad.時に大きく上昇す
る。これより損傷面積と塑性歪み累積値は相関性がある

と考えられる。 
3.	
 両側袖壁付き柱の変形と損傷の関係 
	
 本章では高さ方向の計測区間毎に，変形と損傷量の相関

性について検討する。 
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図 1変位計設置図(上:縮小,下:実大)	
 図 2 歪み累積値(上図)と損傷面積(下図)(左:縮小,右:実大)	
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3.1最大曲げひび割れ長さ比と引張領域長さ比	
 
	
 図 3に最大曲げひび割れ長さ比と引張領域長さ比の関

係を各袖壁と柱において示す。高さ方向の計測区間は縮

小部材実験では図 1の全 8区間，5層架構内 1階両側袖
壁付き柱では図 1の全 6区間である。ひび割れの種類を
曲げとせん断に明確に区別する手法は未だないため，本

論では部材軸とのなす角度が 60°を上回ったひび割れを
曲げひび割れ，60°に満たないひび割れをせん断ひび割
れと簡易的に区別する。図 3より，スケールや壁の配筋

量の違いに関わらず，引張領域長さ比が大きくなると最

大曲げひび割れ長さ比も大きくなる傾向を示している。

この結果は，曲げひび割れ長さは引っ張り領域長さから

推定できることを示唆しており，既往の研究で示された

柱梁部材における曲げひび割れ長さの評価結果とも整合

している。 
3.2せん断ひび割れ幅合計値とせん断変形角	
 
	
 図 4にせん断ひび割れ幅合計値とせん断変形角との関

係を各袖壁と柱において示す。ここでの高さ方向の計測

区間は縮小部材実験では，図 1の全 6区間，5層架構内 1
階両側袖壁付き柱では，図 1の全 3区間である。また，
せん断ひび割れ幅合計値は袖壁では各袖壁でのせん断ひ

び割れ幅の合計値，柱では柱せい面に生じたせん断ひび

割れ幅合計値とした。図 4よりせん断変形角の増加に伴

い，せん断ひび割れ幅の合計値はほぼ線形に大きくなる

関係である。この関係は，スケールや壁の配筋量の違い，

計測面の違い，計測区間の違いによらず確認されている。 
3.3浮き・剥落率と歪み度累積値	
 
	
 図 5に浮き・剥落率と歪み度累積値の関係を示す。 

既往の検討 3)では 2014年度の 5層架構試験体のみの検討
結果であったが，本論では 2015年度の 5層架構試験体と
2体の部材実験の結果も加えている。ここでの浮き・剥
落率は各袖壁に生じた浮き・剥落面積を袖壁の面積で除

した値とした。また，塑性歪みの累積値は袖壁端のコン

クリートであり腰壁高さに位置する歪みゲージの圧縮と

引張の塑性歪みを累積した値である。図 5より，スケー

ルや壁の配筋量の違いによらず，歪み累積値が大きくな

ると浮き・剥落率も大きくなる傾向が確認された。 
4.	
 総括	
 
本論は縮小両側袖壁付き柱試験体 2 体と実大 5 層架構

内の 1 階両側袖壁付き柱 2 体の損傷量と変形値について
検討した。以下に得られた知見を示す。 
・最大曲げひび割れ長さ比と中立軸長さ比の比較を行っ

た結果，スケールや壁の配筋量の違いによらず，両者の

相関性は高いことを確認した。	
 

・せん断ひび割れ幅の合計値とせん断変形角の比較を行

った結果，スケールや壁の配筋量の違いによらず，両者

が比例関係にあることを確認できた。 
・浮き・剥落率と歪み累積値の比較を行った結果，スケ

ールや壁の付き方・ダブル配筋とシングル配筋に関わら

ず，塑性歪み累積値が大きくなると浮き・剥落率も大き

くなる関係を確認した。	
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図 3損傷量-変形量(曲げ)	
 	
 	
 	
 図 4 損傷量-変形量(せん断)	
 	
 	
 	
 	
 	
 図 5 損傷面積-歪み累積値	
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